
（法第 28条第 1項関係様式例）

２０２２年度事業報告書

２０２２（令和４）年４月１日から２０２３（令和５）年３月３１日まで

障害青年の教育をさらに保障する滋賀の会

１ 事業の成果

私たちは、特別支援学校高等部卒業後さらに２年以上の教育の保障をめざして取り組みをしていま

す。この取り組みの原動力となっているのは、２００７年０８年０９年に実施した、保護者・教職員

・福祉施設職員アンケートで、保護者の７２％、教職員の７６％、福祉施設職員の７６％が２年以上

の教育期間の保障が必要と回答されたことです。

上記の願いを原点として、１９年度に定款を変更し、事業の展開を目指し、新しく賃貸契約で事業

所を確保し、施設整備をして、ついに２０年１月から相談支援事業を、２０年７月からは日中一時支

援事業をスタートさせることが出来ました。

「福祉サービス事業」での取り組みでは、社会に出るために知っておくべきことや体験しておべき

ことを系統的に、しかも集団の中で学ぶ取り組みを「サンデーゼミナール」と銘打って企画していま

す。２２年度は毎週土曜日日曜日に企画運営してきました。コロナ感染拡大の影響もあましたが、年

９７日実施でき、利用者はのべ４６３名となりました。

２ 事業の実施に関する事項

(1) 特定非営利活動に係る事業

定款の 事業内容 実 施 日 時 実 施 従事者 受益対象者の 支出額

事業名 場 所 の人数 範囲及び人数 (千円 )

日中一時 サンデーゼミナール＜毎 近江八幡市 ２名 登録者数 ６７２

支援事業 週土曜日に開講＞サロン ２５名

福祉サー ＜毎週日曜日に開講＞

ビス事業 相談 毎週 火・木曜日 近江八幡市 ２名 ５名 １１０

支援事業 （終日）

調査・研究 書籍購入費 書籍購入 １５

研 修 事 業 先進地見学・ 当該年度は実施なし ０

情報交換会

啓発・広報 訪問・懇談 ニュースの発行（２回） 滋賀県内 ５名 ３５０名 ７７

・通信の発行 ＨＰの運営

情報交換・ 団体加盟費 １６

連携事業

(2) その他の事業

定款の 事業内容 実 施 日 時 実 施 従事者 支出額

事業名 場 所 の人数 （千円）



総会参加費・書籍販売収益

理事長7000/月、理事5000/月

特定非営利法人障害青年の教育をさらに保障する滋賀の会

836,322

Administrator
新規スタンプ



理事長　立岡　晄

科　目 備考 科　目 備考

1．流動資産 １．流動負債

現金 0 前受金 0

普通預金 497,871 専攻科口座 預かり金 5000 5000 賛助会費

203,835 振込口座

1,085,795 スクールなかま口座 未払金 12000 役員報酬3月分

1,787,501 67180 なかま3月分人件費

未収金 353510 2.3月日中一時支援費 15720 94900 3月相談業務委託費

31440 3月計画相談委託費

384,950

流動資産　合計 2,172,451 流動負債　合計 99900

２．固定資産 2．固定負債

什器備品 0 借入金 100,000 1件

固定負債　合計 100,000

固定資産　合計 0

負債の部　合計 199,900

前期繰越正味財産額 836,322

当期正味財産増加額 1,136,229

正味財産の部　合計 1,972,551

2,172,451 2,172,451

金　額

正味財産の部

２０２２（令和４）年度　特定非営利活動に係る事業会計　貸借対照表

特定非営利法人　障害青年の教育をさらに保障する滋賀の会

資産の部　合計 負債及び正味財産の部　合計

２０２３（令和５）年３月３１日現在

資産の部 負債の部

金　額



科目・摘要

〈資産の部〉

１ 流動資産

普通預金（ゆうちょ銀行） 497,871

振替口座（ゆうちょ） 203,835

普通預金（ゆうちょ銀行） 1,085,795

未収金 384,950

流動資産合計 2,172,451

資産合計 2,172,451

〈負債の部〉

１ 流動負債 0

未払い金 94,900

預かり金 5,000

流動負債合計 99,900

２ 固定負債 100,000

固定負債 100,000

負債合計 199,900

正味財産 1,972,551

２０２３(令和５)年３月３１日現在

（特定非営利活動法人 障害青年の教育をさらに保障する滋賀の会）

金　額　(単位：円）

２０２２(令和４)年度　特定非営利活動に係る事業会計　財産目録


